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ど勉強させられた。例えば、Syntaxは Chomsikyの Initial Theoryから
始め、Standard Theory, Extended Standard Theory、Revised Standard 
Theoryの原著を読みながら、チョムスキー理論の内容と変化の理由を討
論するもので、言語学を学部時代に勉強していなかった学生たちが 2ヶ月
半でこなすのは、相当な努力が必要だったが、チュ トーリアル形式の授業
を体験できた。英語チュ トーリアルを学部生に開講して成功したが、原案
はこの授業である。当時は統計のソフトがなく、Fortranを自分で勉強し、
分散分析、主成分分析、対比較法、多次元尺度などをプログラムできるよ
うになった。時代に応じて、ツールが進化するので、進化したツールを大
学院生は自分でマスタ しーなければならず、自分の担当する大学院生には
このことを伝えている。第2言語習得研究には演繹的方法と帰納的方法の
2種類があることに注意した。要するに、論理学的に正しい言語理論から
演繹して、実験計画を導出していくのが最適な研究方法であるとの結論に
至った。この理由で、論理学や数学基礎論での証明を経た理論が論理
的に正しい理論であるとの立場をとった。着任当初より、実験により教育効
果を示す実験計画と分析方法ならびに言語学や英語学での知見をもとに
英語教育を考察していくゼミを担当し、応用言語学という1970年代から
20年間研究されてきた分野を踏襲した。即ち、実験研究による証拠を得
るために、統計を学ぶのはもちろんのこと、言語学や英語学、調音・音響
音声学、教育心理学、認知心理学、認知意味論など、なるべく教育現
場にいる学習者の学習過程を探るきっかけになるものは、可能な限り勉強
することを心がけた。学部生のためのコースも幾つか手がけたが、教育効
果の調査をしつつ、教材改革を行ってきた。
（中野美知子　編著『英語教育の実践的探究』渓水社　2015年 2月より抜粋）
